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・ 全日本空輸株式会社 

・ 株式会社エアージャパン 

・ ＡＮＡウイングス株式会社 

本安全報告書は、航空法第１１１条の６に基づき作成したものです。 
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編集方針 
ANAグループでは、航空法第111条の6に基づき、2006年より安全報告書を作成しています。

この安全報告書を通じて、ANAグループの安全に対する姿勢やその取り組みを分かりやすく

紹介しています。 

一部、専門的な用語（ハッチング表示）を使用していますが、巻末の用語集をご参照の上、

ご覧ください。 

 

報告対象組織 
ANAグループ全体にかかわる安全に関する取り組みを中心に、一部についてはANAグルー

プ航空会社ごとの独自の活動についても紹介しています。 

 

報告対象期間 
2011年4月1日から2012年3月31日を対象期間としています。対象期間前後の一部の活動に

ついても報告しています。 

 

参考ガイドライン 
この報告書は、平成18年9月26日制定（国空航第530-3号・国空機第661-3号）航空局長文

書『航空法第111条の6に基づく安全報告書の公表について』に基づいて作成しています。 

 

発行 
2012年7月 
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「2011 年度 ANA グループ安全報告書」 発行にあたって 

 

 

平素より、ANA グループをご利用いただき、厚く御礼申し上げます。 

 

「2011 年度 ANA グループ安全報告書」を作成いたしましたので、ぜひ、ご一読いただき、

ANA グループの安全に関する取り組みについてご理解賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

ANA グループは、「安全は経営の基盤であり、社会への責務である」という安全理念のもと、

『お客様の安心と信頼の確立』を第一義と位置付け、航空機の運航をはじめとする、グループ

におけるすべての事業活動において、安全最優先の価値観の共有や行動化を推し進めて参

りました。 

 

しかしながら、2011 年度を振り返りますと、航空事故が 2 件、重大インシデントが 5 件と、近

年にない件数の事象が発生しました。特に 9 月の飛行中に機体が異常姿勢に陥った重大イン

シデントや 2 月の仙台空港における機体尾部損傷事故は、社会的にも大きく取り上げられ、

ANA グループの安全に対するお客様の信頼を大きく揺るがす事態となりましたことを深くお詫

び申し上げます。 

 

7件の航空事故・重大インシデントのうち5件は現在も国土交通省運輸安全委員会による調

査中ですが、ANA グループは調査に全面的に協力するとともに、再発防止策を徹底し、お客

様の信頼を回復できるよう安全運航に努めて参ります。 

 

今後、更なる機材・運航品質の向上を目指し、お客様に安心してご搭乗いただくための取り

組みを行なっていくとともに、ANA グループ各組織が高い専門性を持って安全を守る仕組みを

確かなものとし、一人ひとりが安全を追求する責任ある誠実な行動を確実に実践して参りま

す。 

 

ANAグループにとって安全は経営の基盤であり、いかなる状況にあっても安全運航を堅持

することが社会への責務であることを忘れずに、すべての事業活動において、お客様から信

頼される企業となるよう努力して参ります。 

 

これからも、皆様の変わらぬご愛顧とともに、一層のご指導ご支援を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

 
 

 

全日本空輸株式会社 安全統括管理者        
代表取締役副社長  中村 克己 

 
株式会社エアージャパン 安全統括管理者        

常務取締役  浜岡  豊 
 

ＡＮＡウイングス株式会社 安全統括管理者        
代表取締役社長  長谷川 昭彦 

 

はじめに 
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≪本安全報告書で使用する ANA グループ航空会社の名称及び略称≫ 

 

・ 全日本空輸株式会社  ： ANA 

・ エアーニッポン株式会社（*1） ： ANK 

・ 株式会社エアージャパン  ： AJX 

・ ANA ウイングス株式会社  ： AKX 

 

*1 2012 年 4 月 1 日、エアーニッポン（ANK）は全日本空輸（ANA）と 

合併しました。 

 

 

≪ANA グループ航空会社の事業領域、使用機材及び主要な空港事業所≫ 

 

（2012 年 3 月 31 日現在） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全日本空輸 (株) 
ANA 

エアーニッポン(株)
ANK 

(株) エアージャパン
AJX 

       

旅客運送事業 貨物運送事業 

国内線

長距離短距離 長距離中距離短距離

国際線

B787, B777, B767, B747, A320 

B767

A320, B737

B737, DHC8

B767 

国内線 国際線 

 

羽田・伊丹 
成田・関西 

羽田・関西 
福岡・伊丹 

成田 

羽田・伊丹 
福岡・中部 

主要な 
空港事業所 

B737

ANAウイングス (株) 
AKX 
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2006 年の航空法改正により、航空会社には SMS（安全マネジメントシステム）を構築し、その内容をグル

ープ航空会社ごとに「安全管理規程」に定めて、国土交通大臣に届け出ることが義務付けられました。ANA

グループでは、各グループ航空会社の安全管理規程に以下の方針を定めています。 

 

（１） 安全は、定時・快適など他の品質要素に優先すること。 

（２） 安全は、航空輸送事業の原点であること。 

（３） 会社は、日本国および運航する国の関連法令等を遵守すること。 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ANAグループでは、グループ共通の「ANAグループ経営理念」および「ANAグループ安全理

念」を掲げ、安全を経営の基盤と位置付けて事業運営を行っています。 

 

「ANAグループ安全理念」を実践するためにグループ社員として取るべき具体的な行動を示

した「ANA グループ安全行動指針」を 2010 年度に作成しています。 

 安全行動指針をグループ社員に浸透・定着させ、一人ひとりが行動できるようになることが

安全理念に繋がると考えています。 

各種発行物、掲示、カードの携帯などにより周知を図るとともに、様々な教育・啓発の機会を

活用して浸透・定着を図っています。 

１．輸送の安全を確保するための事業の運営の基本的な方針に関する事項 

ANA グループ経営理念 

ANA グループ安全行動指針 ANA グループ安全理念 

ANA グループ安全行動指針 
 

① 規定・ルールを遵守し、基本に忠実に業務を行います。
② プロフェッショナルとして、 
健康に留意し常に安全を最優先します。 

③ 疑問や気づきを声に出し、 
他者の意見を真摯に受けとめます。 

④ 情報はすみやかに伝え、共有します。 
⑤ 未然・再発防止のために 
自ら改善に取り組み続けます。 

⑥ 社内外の教訓から学び、気づきの能力を磨きます。 

グループ経営理念

－私たちのコミットメント－
ANAグループは、 「安心」と「信頼」を基礎に

・価値ある時間と空間を創造します
・いつも身近な存在であり続けます
・世界の人々に「夢」と「感動」を届けます

① 「安全」こそ経営の基盤、守り続けます。
② 「お客様」の声に徹底してこだわります。
③ 「社会」と共に歩み続けます。
④常に「挑戦」し続けます。
⑤ 「関心」を持って議論し、「自信」を持って決定し、
「確信」を持って実行します。

⑥人を活かし、チームワークを「力」にし、
強いANAグループをつくります。

【グループ行動指針6か条】【基本理念】
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ANAグループにおける、2011年度に発生した航空機事故やトラブルの発生状況は、下表のと

おりです。詳細は、別冊－2～9 ページをご参照下さい。 

 

     【航空局への義務報告事象の発生件数】  （ ）内は 1,000 便あたりの発生件数   

 
                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

航空事故とは？ 

航空機の運航によって発生した人の死傷（重傷以上）、航空機の墜落、衝突火災、

航行中の航空機の損傷等の事態が該当し、国土交通省が認定します。 

 

重大インシデントとは？ 

航空事故には至らないものの、事故が発生する可能性があったと認められるもので、

滑走路からの逸脱、非常脱出等が該当し、国土交通省が認定します。 

 

安全上のトラブル（義務報告）とは？ 

2006 年の航空法改正により、航空事故等を防止する手段として、航空事故や重大

インシデントに至らなかった事案に関する情報についても航空関係者で共有し、予防

安全対策に活用していくことを目的に、新たに「その他の航空機の正常な運航に安全

上の支障を及ぼす事態」（以下、「安全上のトラブル」という）を国に報告することが義務

付けられました。これらのトラブルが積み重なった場合には事故を誘発することにもな

りかねないものの、個々のトラブルは航空機の安全な運航にほとんど影響はなく、直ち

に航空事故につながるものではありません。 

 

イレギュラー運航とは？ 

イレギュラー運航とは、航空機の多重システムの一部のみの不具合が発生した場合

等に、乗員がマニュアルに従い措置した上で、万全を期して引き返し等を行った結果、

目的地等の予定が変更されるものです。一般的には、直ちに運航の安全に影響を及

ぼすような異常事態ではありません。 

 

  

種類

航空事故 0 (0.000) 1 (0.003) 0 (0.000) 2 (0.006)

重大インシデント 1 (0.003) 0 (0.000) 1 (0.003) 5 (0.015)

安全上のトラブル 306 (0.916) 287 (0.906) 264 (0.824) 289 (0.872)

イレギュラー運航 43 (0.129) 39 (0.123) 38 (0.119) 48 (0.145)

運航便数

2011年度

331,601

2010年度

320,460

2009年度

316,605

2008年度

334,100

２．航空法第 111 条の 4 に基づく｢航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼす事態」の発生状況 

（１）事故・トラブル等の発生状況について 
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2011 年度 ANA グループにおいて国から受けた行政処分・行政指導は、ありませんでした。 

 

※ 9 月 6 日に発生した 140 便の機体が異常姿勢となった重大インシデントに対し、本事案が航空交

通の安全への信頼を揺るがしかねない事態であったことを踏まえ、この事案の調査検討を行い、

必要な再発防止策等を策定し当局に報告するとともに、速やかに措置するよう、指示をエアーニッ

ポン（株）が受けました。本件については、2012 年 3 月にエアーニッポン（株）から航空局長へ報告

書が提出されています。事象の概要については、別冊－4 ページをご参照ください。 

 

 

 

（2）-1. ANA グループ安全文化評価の実施 
 

ANAグループでは、安全文化の浸透度合いを把握するために、2007年から 2年ごとにアンケートを活

用した安全文化評価を実施し、その傾向をモニターしています。2011 年 10 月に 3 回目の安全文化評価

アンケートをグループ会社 32 社、約 28,000 名を対象に実施しました。 

安全文化は組織の土壌となるものですが、直接測定することができないため、安全文化に深く関わる

とされる 8 つの構成要素について数量的に評価することにより、間接的に測定します。この構成要素を

「評価軸」と呼んでいます。 

8つの評価軸に対して、アンケート調査のために42の設問が用意されています。各設問に対する回答

を「まったく当てはまらない」の 0 点から「非常に当てはまる」の 100 点までの 5段階で点数化します。 

 

【安全文化の 8 つの評価軸】 

評価軸 内 容 

1．組織統率 
組織の全員が安全の価値観を共有して安全性向上を実現するためのメカニズ

ムが、組織内に確立されている 

2．責任関与 組織の全員が自ら安全に責任を持ち、自主的・積極的に安全に取り組んでいる 

3．相互理解 組織内外のあらゆる方向に対し、密接な情報共有と連携ができている 

4．危機認識 
職場環境や業務内容に内在する様々な危険性を把握し、最悪の事態に備えて

いる 

5．学習・伝承 
教育訓練を通じた知識・技能の向上が図られ、その中では特に過去の教訓が積

極的に活かされている 

6．業務管理 業務実態に即した無理のない業務管理が実施されている 

7．資源管理 安全に配慮した人員やコストの管理が実施されている 

8．動機付け 安全活動が評価され、安全活動実施への意欲につながっている 

 

グループ全体の得点の傾向は、前回と比較し

て大きな変化はありませんでした。前回と同様に

「相互理解」と「資源管理」が相対的に低くなって

います。 

部門・会社によっては、前回よりも得点が伸び

た組織もあり、そのような組織の取り組み事例を

調査し、グループ内に紹介していきます。 

また、安全文化評価で明らかになった課題を

2012-13 年度 ANA グループ中期安全推進計画

に反映させました。 

（1）国の命令・指示 等 

３．輸送の安全を確保するために講じた措置 

（２）輸送の安全を確保するために講じた措置 

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 
1.組織統率

2.責任関与

3.相互理解

4.危機認識

5.学習・伝承

6.業務管理

7.資源管理

8.動機付け

2011年

2009年

【評価軸得点】 
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2011 年度は、ANA グループ中期安全目標である“世界最高水準の安全性の確保”を目指し、これ

までの活動を継続し、グループ全体の人づくり・仕組みづくりを更に推進するとともに、グループ安全

管理体制の充実、世界最高水準の安全推進・管理体制の構築を柱に安全推進を図ってきました。 

 

しかしながら、不安全事象の発生状況を振り返ると、航空事故が 2 件、重大インシデントが 5 件発

生し、重大インシデントの統計を取り始めた 2000 年以降で最も多い発生数となりました。特に 9 月 6

日に発生した 140便の異常運航による重大インシデントや 2月 5日の 731便の仙台空港における機

体尾部接触事故については、社会的にも大きく報道され、ANA グループの安全に対するお客様の信

頼を大きく揺るがす事態となりました。 

 

7 件中 5 件の航空事故・重大インシデントの原因については、現在、国土交通省運輸安全委員会

が調査中ですが、調査に全面的に協力するとともに、グループ内においても調査会を設置し、各専門

分野の知見を集めて対策を検討し、順次実行していきます。そしてその実施状況をグループ総合安

全推進委員会において、確実に確認していきます。 

 

航空事故・重大インシデント以外の事象としては、安全上のトラブルが 289件、イレギュラー運航が

48件発生しており、いずれも前年度よりも増加しています。（2010年度実績：安全上のトラブル264件、

イレギュラー運航 38 件） 

発生した事象については原因を正確に把握・分析し、有効な対策を講じています。 

  

４．2011 年度の安全に関する目標の達成状況と 2012 年度に向けて 

（1）2011 年度を振り返って 
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【安全を支える人づくり】 
■安全教育体系を見直し、各部門における教育に展開します。 

■ANA グループ安全行動指針の浸透・定着を図ります。 

■安全文化評価を実施し、安全文化の醸成へ向けた施策に反映します。 

≪実施状況≫ 

・ 階層別に安全教育を整理し、必要な安全教育テキストの作成に取り組みました。 

・ 各種啓蒙・啓発活動において安全行動指針をテーマとして掲げ、その浸透・定着に向けた

取り組みを行いました。 

・ 安全文化評価を実施し、グループの強み・弱みを把握し、グループ中期安全推進計画に反

映しました。 

【安全を支える仕組みづくり】 
■SMS活動の強化を図ります。 

■FRMSの導入へ向けた検討を進めます。 

■グループ内部安全監査制度の更なる充実と進化を目指します。 

≪実施状況≫ 

・ リスク評価員の力量向上へ向けて、養成訓練の見直しや新たな訓練の設定を行いました。

・ FRMS に関する海外の会議への参加や疲労評価ソフトと外航の調査を進めました。 

・ 監査員資格の見直しや良い取り組みを評価する「Noteworthy Program」の基準化を行いま

した。 

【グループ安全推進・管理体制の充実】 
■グループ再編を踏まえて、グループ安全管理の枠組みを見直し、PDCA サイクルの各フェーズ

における連携強化を図ります。 

≪実施状況≫ 

・ ANA／ANK の統合へ向けた安全管理体制上の必要な手続きを進めました。 

・ グループ安全管理の枠組みを見直し、各社の役割を明確にするために、ANA とグループ

航空会社間で「安全に関する合意書」を締結しました。 

【世界最高水準の安全管理体制の構築】 
■外航等のベンチマークにより、先進的かつ実効性の高い取り組みを調査・研究します。 

■ベンチマークや IATA などの会議により収集した情報を基に、安全に関わる数値的な基準を検討します。

≪実施状況≫ 

・ 新たな運航安全情報データベースシステムの構築へ向けて、世界の代表的な安全情報デ

ータベースを活用している外航の視察を行いました。 

*用語の説明は巻末を参照願います。 

  

（2）2011 年度 ANA グループの安全課題の実施状況について 
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 (3)-1. 2012-13 年度 ANA グループ中期安全推進計画の策定 

 

2011年度は、6月のタービュランス事故に始まり、9月の異常運航による重大インシデント、そして2月

の機体尾部損傷事故など、断続的に不安全事象が発生し、お客様や社会からの信頼を揺るがす事態

となりました。グループ社員一人ひとりがこの事態を真摯に受け止め、お客様の信頼回復に向けて、経

営基盤である安全を見直す必要があると認識しました。 

このような状況から、2011年度に策定した計画を発展・強化させる「2012-13年度ANAグループ中期

安全推進計画」を策定しました。 

 

 

◆安全目標 

～世界最高水準の安全の追及・提供～ 

 

グループ社員一人ひとりが、プロとして「世界最高水準の安全」を追求し、お客様に対し

て「世界最高水準の安全」を提供することを目指します。 

 

 

◆2012-13年度ANAグループ中期安全推進計画のポイント 
 

項目 計画のポイント 

SMS機能の強化 

運航リスクマネジメントにおいて、より幅広く不安全事象の情

報収集を行い、運航データや安全文化評価のデータなど他の

情報も活用し、より深い分析を行っていきます。 

報告文化醸成の取り組み 

運航リスクマネジメントを支える重要な要素である不安全事象

等の情報が、すみやかにかつ確実に報告される風土を築い

ていきます。 

 

 

 

 

（3）2012 年度における安全に関する目標 
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(3)-2. 2012 年度の ANA グループにおける安全課題 

 

2012 年度は、新たに策定した 2012-13 年度 ANAグループ中期安全推進計画に基づき、安全を高

める人づくり、安全を高める仕組みづくり、その他の重要課題を安全課題として、安全目標「世界最

高水準の安全の追及・提供」を目指し、グループ一丸となって取り組みます。 

 

 

 2012年度 ANAグループ安全課題  
 

【安全を高める人づくり】 

■安全意識の向上 

グループ社員全員がASECを受講する新たなプログラムの設定や新たな安全教育体系

の部門教育への展開準備を進めます。 

■安全文化評価アンケートの活用 

安全文化評価と社員満足度調査の関連分析から、安全意識向上に向けたベストプラク

ティスを調査し、その活動をグループに紹介します。 

 

【安全を高める仕組みづくり】－安全マネジメント 

■データベースの構築 

現行の事象報告システムを見直し、より深い分析に活用できる新たな報告システムを検

討・開発します。 

■運航リスクマネジメントにおける多元的データの活用 

根源的な原因分析に向けて、過年度の様々なデータを活用し、新たな分析手法を調査・

検討します。 

■ATEC（航空輸送技術研究センター）主催の「FRMSに係わる調査研究」ワーキンググルー

プへの参加 

運航乗務員、客室乗務員の疲労管理に関する調査研究を行います。 

 

【安全を高める仕組みづくり】－安全監査 

■監査制度の改善・充実 

監査員資格およびNoteworthy Programを見直した後の運用状況をモニターし、不具合

を改善します。 

■監査員スキル・能力の向上 

監査員の養成訓練や定期訓練等の更なる充実を図ります。 

■より有効な監査への更なるステップアップ 

監査に関する映像資料により、被監査部門に対して監査への理解を促進するとともに、

監査後にアンケートを行い、実施した監査に対して評価・分析を行います。 

 

【その他の重要課題】 

■グループ安全推進・管理体制の充実 

ANA/ANK統合後の安全管理体制を内部安全監査等により適時確認し、必要に応じて

フォローアップします。また2013年度に予定されている持株会社化に向けた安全管理体

制を検討・準備します。 

■事故・重大インシデント調査会における提言の具体化推進 

2011年度発生した航空事故・重大インシデントに対する対策が確実に実施され、その対

策が有効であることを確認します。 

■海外における推進活動 

IATA等の国際会議に参画するとともに、ANAグループの不安全事象の情報提供

について検討を進めます。 
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2011 年度は、ANA グループにおける航空事故が 2件発生しました。 

 

ANA 運航 610 便 タービュランス 
 

1）概要 

2011年4月27日、宮崎発羽田行ANA610便（B767-300型機、JA8569）は、16時16分に宮崎空港を

離陸し、羽田空港へ向けて飛行中、静岡県浜松市の南約130ｋｍ、高度約7600ｍ付近において、乱

気流に遭遇し機体が動揺したため、乗客2名および客室乗務員3名が負傷しました。当該機は17時

43分に東京国際空港に着陸しました。 

 

2）推定原因 

当該機が遭遇したのは、ウインドシアにより局地的に発生した小規模の強い乱気流であったもの

と推定されます。 

 

3）対策 

運輸安全委員会の調査に全面的に協力するとともに、ANA 社内に設置した航空事故調査会に

おいて原因究明等を行い、以下の措置を実施しました。 

 

① 特殊な気象条件において発生した本事象を運航乗務員に対して周知 

② タービュランスによる客室内事故（負傷）防止のための映像教材の作成および活用 

  
 

 

ANK 運航 731 便 機体尾部損傷 

 

1）概要 

2012年2月5日、伊丹発仙台行ANA731便（A320-200型機、JA8384）は、8時15分に大阪国際空港

を離陸して飛行後、視認進入で仙台空港の滑走路27に進入し、滑走路上で着陸の復行を行った際、

機体後方下部が滑走路に接触し、機体が損傷しました。 

 

2）推定原因 

現在、国土交通省運輸安全委員会が調査中です。 

 

3）対策 

当面の対応として、以下の措置を実施しました。 

 

① 全運航乗務員に対して注意喚起等を実施 

② 当該運航乗務員に対して訓練と臨時審査を実施 

③ 尾部接触防止をより図るための操作手順をマニュアルに追加 

 

運輸安全委員会の調査に全面的に協力するとともに、ANA社内に設置した航空事故調査会にお

いて原因究明等を行い、必要な対策を講じていきます。 

 

 

  

（１）航空事故 

１．航空事故・トラブルの概要・分析および対策の詳細について 
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2011 年度は、ANA グループにおける重大インシデントが 5 件発生しました。 

 

ANA 運航 487 便 福岡空港における使用中の滑走路への進入 

 

1）概要 

2011年5月10日11時59分ごろ、他社機（DHC-8-402型機）が管制官から着陸許可を受けて福岡

空港へ進入中、福岡発沖縄行ANA487便（B767-300型機、JA602A）が離陸許可を受け、誘導路E2

を経由して滑走路16に進入しました。到着機は管制官に着陸許可を確認し、管制官は同機に着陸

復行を指示しました。両機とも負傷者及び機体の損傷はありませんでした。 

 

2）推定原因 

管制官が空港用監視レーダーのモニター装置による確認を確実に行わなかったこと等により、着

陸許可を発出済みの到着機の存在を失念したことによるとされています。運航者側の問題点は特

に指摘されていません。 

 

3）対策 

運輸安全委員会の調査に全面的に協力するとともに、グループ全体に対して、事例の周知を行

いました。 

 

 

AKX 運航 1613 便 第 1 エンジンの不具合によるエンジン空中停止 

 

1）概要 

2011年6月27日、伊丹発高知行ANA1613便（DHC-8-314型機、JA805K）は、16時46分大阪国際

空港を離陸し上昇中、高度約2000ｍ付近において第1エンジンから異音が発生するとともにタービ

ン温度が制限値を超過したため、当該エンジンを停止し、航空交通管制上の優先権を要請のうえ

引き返し、17時18分同空港に着陸しました。 

 

2）推定原因 

現在、国土交通省運輸安全委員会が調査中です。 

 

3）対策 

当該エンジンにおいて高圧タービンブレード等の破損が発見されたため、一次措置として、同型

の全エンジンに対して一斉点検を実施しました。 

今後、運輸安全委員会による調査結果を踏まえ、必要に応じて更なる対策を実施します。 

 

 

ANA 運航 883 便 第 1 エンジンの不具合によるエンジン空中停止 

 

1）概要 

2011年7月8日、羽田発富山行ANA883便（B767-300型機、JA8674）は、9時8分東京国際空港を

離陸し上昇中、東京国際空港の北西約120ｋｍ、高度約9200ｍ付近において第1エンジンから異音

及び振動が発生したため、当該エンジンを停止し、航空交通管制上の優先権を要請のうえ引き返し、

9時52分同空港に着陸しました。 

 

2）推定原因 

現在、国土交通省運輸安全委員会が調査中です。 

 

（２）重大インシデント 
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3）対策 

当該エンジンにおいて高圧タービン2段ブレードの破断により後段のブレード等が破損していたこ

と、また破断した高圧タービン 2 段ブレード 1 枚の根元の肉厚が薄いことが確認されたことから、予

防的措置として、当該ブレードと同時期に修理された73枚のブレードを装着しているエンジン2台の

交換を実施しました。 

今後、運輸安全委員会による調査結果を踏まえ、必要に応じて更なる対応を実施します。 

 

 

ANK 運航 140 便 飛行中の機体の異常姿勢 

 

1）概要 

2011年9月6日、沖縄発羽田行ANA140便（B737-700型機、JA16AN）は、21時15分那覇空港を離

陸し、羽田空港へ向かって飛行中、静岡県浜松市の南約43ｋｍ、高度約13600ｍ付近において、機

長が一時離席して操縦席に戻る際、副操縦士が操縦室のドアスイッチを操作するべきところで、ラ

ダートリムコントロールスイッチを操作したものと推定され、このことから機体が異常姿勢となり、約

1900ｍ降下したうえ制限速度を超過しました。 

搭乗者（乗客112名、運航乗務員2名、客室乗務員3名）のうち、客室乗務員2名が軽傷を負いまし

た。後日乗客から体調不良の申告が4件ありました。 

 

2）推定原因 

現在、国土交通省運輸安全委員会が調査中です。 

 

3）対策 

ANK社内及びグループに設置した重大インシデント調査会により原因究明等を行い、当面の対

応として、以下の措置を実施しました。 

 

① グループ全運航乗務員に対する点検フライトの実施 

② 全運航乗務員に対する事例紹介と基本動作の徹底に係る教育の実施 

③ 操縦室一人対応時の留意事項の周知徹底 

④ 機体姿勢の回復に係る効果的な訓練の設定へ向けた調査を開始 

  

今後、運輸安全委員会による調査結果を踏まえ、必要に応じて更なる対策を実施します。 

 

 

ANA 運航 8519 便 関西空港アプローチ中の滑走路への他社機進入 

 

1）概要 

2011年10月12日、成田発関西行ANA8519便（B767-300F型機、JA8356）が着陸許可を受けて関

西国際空港に進入中、滑走路の手前で離陸待機していた他社機（B767-300型機）が、管制官の待

機の指示に従わずに滑走路に進入したため、ANA8519便が管制官の指示により着陸復行しました。

両機とも負傷者および機体の損傷はありませんでした。 

 

2）推定原因 

現在、国土交通省運輸安全委員会が調査中です。 

 

3）対策 

運輸安全委員会の調査に全面的に協力するとともに、グループ全体に対して、事例の周知を行

いました。 
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2011年度安全上のトラブル（月別推移）

（３）その他の安全上のトラブル 

2006年10月1日の改正航空法により、航空事故等を防止する手段として、航空事故や重大インシ

デントに至らなかった事案に関する情報についても航空関係者で共有し、予防安全対策に活用して

いくことを目的に、本邦航空運送事業者及び航空機使用事業者は、従来の航空輸送の安全に関わ

る情報（①航空事故、②重大インシデント）に加え、新たに「その他の航空機の正常な運航に安全上

の支障を及ぼす事態」を国に報告することが義務付けられました。 

 

「安全上のトラブル」とは、上記「その他の航空機の正常な運航に安全上の支障を及ぼす事態」の

ことで、これらのトラブルが積み重なった場合には事故を誘発することにもなりかねないものの、

個々の事象については航空機の安全な運航にはほとんど影響はなく、直ちに航空事故につながる

ものではありません。 

 

2011年度ANAグループでは、「安全上のトラブル」が289件（2010年度264件）発生し、1000便あた

りの発生数は0.87件（2010年度0.82件）でした。 

 

※個々の事象の概要は、ANA ホームページ（ANA SKY WEB）「安全・運航情報」に掲載しています。
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≪安全上のトラブルの概要≫ 

 

2011 年度、ANA グループにおいては、『安全上のトラブル』としての報告事象が 289 件ありまし

た。前年度の 264 件と比較して 25 件増えています。 

 

全体の傾向としては、「航空機の緊急操作を要した事態」の報告件数が多くなっていますが、当

該事象の主なものは、TCAS RA（航空機衝突防止装置の警告）により回避した事例と GPWS (対地

接近警報装置の警報)により回避した事例で、全体の約 1/3 以上を占めています。 

 

いずれのケースも、予め設定されたシステム上の基準に従って装備機器から警報が発せられ、

航空機はその指示に従うことで適切な回避ができており、深刻な事態につながるものはありませ

んでした（＊1）。 

 

これらの事例と鳥衝突や被雷等の外的要因による運航中の航空機の損傷を除いた、残りの事

例約 140 件については、航空機の機器・システムの不具合等に関する事象ですが、担当部署にお

いて要因分析の上、必要な改善・再発防止策を進めています。 

 

次頁以降に、グループ航空会社別・事象別・機種別の発生概況を記載しています。 

TCAS （航空機衝突防止装置）は、航空機同士の空中における衝突を防止するために、周囲を飛

行する航空機の情報を感知し、必要により運航乗務員に危険を知らせるとともに回避指示を自動的

に発する装置で、管制機関の指示に従って正常運航している場合であっても、TCAS RA は相手機

の上昇率等や位置関係によって作動することがあります。 

 

また、GPWS（対地接近警報装置）は、航空機が地表や海面に接近した場合に運航乗務員に警報

を発する装置ですが、危険がない場合でも地形等により作動することがあります。 

＊1 TCAS RA と GPWSの作動について 

 

例. 


